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地球環境問題
オゾン層、二酸化炭素、砂漠
化、生物多様性、地球規模で
の人間活動の影響

局所環境汚染
各種公害、End-of-pipe型の
対応(設備・機器）
水道の普及、感染症の激減

広域環境・生活環境
水環境の富栄養化、越境汚
染など、面的発生源、原因者
と被害者の重なり合い

持続可能
な社会へ

戦後70年の日本の発展
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“Success Story” 上下水道の整備“Success Story” 上下水道の整備 戦後70年の日本の発展
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“Success Story (2)” 消化器系感染症の患者発生推移
(1960-1975)

“Success Story (2)” 消化器系感染症の患者発生推移
(1960-1975)
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⽤⽔・排⽔関連のインフラ構造物の寿命
都市⽤⽔システム: 40 年

下⽔道システム: 50 年
その他都市インフラ: 15-60 年

巨⼤都市を⽀える基本構造は究極
的には極めて負担の⼤きなものと
なるのではないか。
当初から維持、更新を考慮した設
計がなされることが持続可能な都
市づくりには必要となる。
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生存に必要なエネルギー(1,800 kcal/日)生存に必要なエネルギー(1,800 kcal/日)

農業社会(12,000 kcal/日)農業社会(12,000 kcal/日)

産業革命時(70,000 kcal/日)産業革命時(70,000 kcal/日)

アジア各国の経済成長
(http://data.worldbank.org/indicator/NY.GDP.PCAP.CD)
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地球環境問題

多重環境問題

都市環境問題

世界全体での人口の増加と経済の拡大 (1960-2015)世界全体での人口の増加と経済の拡大 (1960-2015)
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Plastic waste inputs from land into the ocean, Jenna R. Jambeck et al, Science, 
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2010年に陸域から
海へ流入した

プラスティックスの量

270 近年の状況： 有限の時代を認識した背景
(1990年以降の流れ)

近年の状況： 有限の時代を認識した背景
(1990年以降の流れ)

３つの要因

IT技術の革命的進化

計算機能力の革命的拡大：20年間で百万倍

WWW公開以降の急激な情報距離の縮小、過剰情報

市場経済のグローバル支配

東西の壁が崩れたのちの経済システムの一極化

あらゆる資源をめぐる世界規模での獲得競争

地球環境システム構造の理解

温暖化に象徴される地球の大きさの理解

地球の自然システムの有する脆弱性
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⇒地球の有限性の認識ーー小さくなった地球⇒地球の有限性の認識ーー小さくなった地球
Suzuki, OUJSuzuki, OUJ

Top500

有限の時代では有限の時代では

限られた容量・有限な資源をめぐって、拡大する人間活動の

調和が図れるか？

温暖化のリスク、人為起源物質の蔓延

エネルギー資源、鉱物資源の供給限界

食料供給、淡水供給、生態系サービスの供給能力

人間活動の影響が人間に及ぶ、自業自得の世界

有限な空間内での多様な価値観の共存が可能か？

異なる文明、倫理、宗教間の衝突

有限認識から生じる閉塞感：逃げ場のない空間

もはや新天地は存在しない

閉塞感が齎す犯罪、異常行動の頻発

⇒ 我々は地球の有限性に真に直面した初めての人類世代！
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エコロジカル・フットプリントエコロジカル・フットプリント

• 定義
• 「ある特定の地域の経済活動を

永続的に支えるために必要とされる
“生産可能な土地・水域面積”
の合計」

・ たとえば、二酸化炭素の排出に当たっては、その量を光合成によって固定
化するための緑地面積をカウントする。廃棄物の処理に際しては、その分解
に必要とされる土地・水域面積などの総和を、エコロジカル・フットプリントと
称する。

・ ある地域の有する処理能力を「生物生産能力、バイオキャパシティー」と称
する。

• 単位

• グローバル・ヘクタール（ｇｈａ）

土地の物理的な大きさを、土地の生物的生産の能力に基づいて重み付けしたもの。
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Mathis Wackernagel & William Rees (University of British Columbia, 1992)

「地球の容量」を知る試みの例「地球の容量」を知る試みの例



世界平均のbiocapacity：
1.7 ｇha/⼈
世界平均のbiocapacity：
1.7 ｇha/⼈

各国のエコロジカルフットプリント
（グレイ色はカーボン）

各国のエコロジカルフットプリント
（グレイ色はカーボン） 地球全体エコロジカル・フットプリントの経緯

(地球容量に対する比)
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(地球容量に対する比)

Living Planet Report 2014, WWF
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さまざまな地球環境問題さまざまな地球環境問題
いずれも人間活動の拡大の影響が地球規模に及んだものである

二酸化炭素など温室効果ガスの排出による地球温暖化

フロンガスなどの排出によるオゾン層破壊

開発の進行に伴う自然生態系の劣化に伴う生物多様性・野生動植物の
喪失

乱開発・生物資源過剰利用による熱帯森林の破壊

自然への負荷を考慮しない土地利用に伴う砂漠化

工業化の進行、自動車の普及にともなう酸性雨

陸域の人間活動、海洋開発、船舶輸送などに起因する海洋汚染

主として先進国から途上国への化学物質・有害物質の越境移動

急激な工業化による公害発生など途上国の環境問題

などが通常考えられており、南極の環境保全も地球環境の問題となって
きている。
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⇒ 地域・地球の有限性ゆえに発生した問題⇒ 地域・地球の有限性ゆえに発生した問題
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2030 AGENDA (持続可能な開発目標、SDGs)2030 AGENDA (持続可能な開発目標、SDGs)

• 2012年の UNCSD(RIO+20) 会議
• 成果文書 “The Future We Want”において、Sustainable Development 

Goal (SDG)を検討するための Open Working Group (OWG) を構成す
ること、UN の第68総会(2013)において適切な行動をとることが合意さ
れた。

• MDGが終結する2015年以降の新たな開発アジェンダ設定に
向けたOpen Working Group

• 2013年3月～2014年7月の間に13回のセッションを持ち、報告書
“Open Working Group proposal for Sustainable Development Goals” 
を総会に提出した(2014年8月)。

• 国連特別サミット(SSSD, 2015年 9月25-27日) 
• OWGから提案され、各国の検討を経た、17 Goals, 169 Targets を採

択した。

• “Transforming our world: the 2030 Agenda for 
Sustainable Development” (GA A/70/L1)
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持続可能な開発ゴール(1/2)
Sustainable Development Goals
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Sustainable Development Goals

Goal 1: あらゆる地域のいかなる形の貧困をも絶滅させる

Goal 2: 飢餓を撲滅し、食料安全保障と栄養改善を達成し、持続可能な農業を
推進する

Goal 3: あらゆる年齢層の全ての人に健康的な生活と福利を保障する

Goal 4: あらゆる人に統合的な教育機会を保障し、生涯学習の機会整備を推
進する

Goal 5: 性の平等を達成し、全ての女性と少女の権限を強化する

Goal 6: あらゆる人に水と衛生の利用と持続可能な管理を保障する

Goal 7: あらゆる人に、入手しやすく確実で持続可能な近代的エネルギーを保
障する

Goal 8: 継続的、包括的で持続可能な経済成長と、あらゆる人に完全に生産的
で適切な雇用を推進する

Goal 9: 弾力的な社会の基本構造を構築し、包括的で持続可能な工業化を推
進し、革新を後押しする
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Sustainable Development Goals

Goal 10: 国内、国家間の不平等・格差を減少させる

Goal 11: 都市および人間の居住区を包括的、安全、弾力的で持続可能とする

Goal 12: 持続可能な消費・生産形式を構築する

Goal 13: 気候変動とその影響に対し、緊急の行動をとる

Goal 14: 海洋、海、海洋資源の保全と持続可能な利用を行う

Goal 15: 地上の生態系の保全、回復、持続可能な利用を推進し、森林の持続
可能な管理、砂漠化への対処、土地劣化の停止と回復、生物多様性ロスの阻
止を推進する

Goal 16: 平和的で包括的な社会の形成を推進し、全ての人が法の正義に保
証され、全ての面で、効果的、妥当で包括的な制度を構築する

Goal 17: 国際協調の実施手法を強化し、協調を再活性化する (以上私訳)

Goal 10: 国内、国家間の不平等・格差を減少させる

Goal 11: 都市および人間の居住区を包括的、安全、弾力的で持続可能とする
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可能な管理、砂漠化への対処、土地劣化の停止と回復、生物多様性ロスの阻
止を推進する

Goal 16: 平和的で包括的な社会の形成を推進し、全ての人が法の正義に保
証され、全ての面で、効果的、妥当で包括的な制度を構築する

Goal 17: 国際協調の実施手法を強化し、協調を再活性化する (以上私訳)



MDGsと2030Agenda (SDGs)の対応MDGsと2030Agenda (SDGs)の対応

MDG: ８つの目標(ゴール)

貧困と飢餓の克服

初等教育の普及

性的平等の推進と
女性の能力育成

小児死亡率低下

母親の健康改善

エイズ、マラリアなど
感染症の防止

環境の持続性確保

開発に向けた世界
規模の協力

Goal 1: あらゆる地域のいかなる形の貧困をも絶滅させる

Goal 2: 飢餓撲滅、食料安全保障・栄養改善、持続可能な農業

Goal 3: 健康的な生活と福利の保障

Goal 4: 統合的な教育機会の保障、生涯学習の機会整備

Goal 5: 性の平等、全ての女性と少女の権限強化

Goal 6: 水と衛生の利用と持続可能な管理の保障

Goal 7: 入手可・確実で持続可能な近代的エネルギーの保障

Goal 8: 持続可能な経済成長と、生産的で適切な雇用を推進

Goal 9: 弾力的な社会構造の構築、持続可能な工業化を推進

Goal 10: 国内、国家間の不平等・格差の減少

Goal 11: 都市・居住区の包括的、安全、弾力的な持続可能化

Goal 12: 持続可能な消費・生産形式の構築

Goal 13: 気候変動とその影響に対する緊急の行動

Goal 14: 海洋、海、海洋資源の保全と持続可能な利用

Goal 15: 地上の生態系の保全、回復、持続可能な利用の推進

Goal 16: 平和的で包括的な社会の形成、法の正義の保証

Goal 17: 国際協調の実施手法の強化、協調の再活性化
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Goal 3: 健康的な生活と福利の保障

Goal 4: 統合的な教育機会の保障、生涯学習の機会整備

Goal 5: 性の平等、全ての女性と少女の権限強化

Goal 6: 水と衛生の利用と持続可能な管理の保障
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Goal 11: 都市・居住区の包括的、安全、弾力的な持続可能化

Goal 12: 持続可能な消費・生産形式の構築

Goal 13: 気候変動とその影響に対する緊急の行動

Goal 14: 海洋、海、海洋資源の保全と持続可能な利用

Goal 15: 地上の生態系の保全、回復、持続可能な利用の推進

Goal 16: 平和的で包括的な社会の形成、法の正義の保証

Goal 17: 国際協調の実施手法の強化、協調の再活性化

目標 15. 陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化
への対処、ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する
目標 15. 陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化
への対処、ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する

15.1  2020 年までに、国際協定の下での義務に則って、森林、湿地、山地及び乾燥地をはじめとする陸域生態系と内陸
淡水生態系及びそれらのサービスの保全、回復及び持続可能な利用を確保する。

15.2 2020 年までに、あらゆる種類の森林の持続可能な経営の実施を促進し、森林減少を 阻止し、劣化した森林を回
復し、世界全体で新規植林及び再植林を大幅に増加させる。

15.3  2030 年までに、砂漠化に対処し、砂漠化、干ばつ及び洪水の影響を受けた土地などの劣化した土地と土壌を回
復し、土地劣化に荷担しない世界の達成に尽力する。

15.4  2030 年までに持続可能な開発に不可欠な便益をもたらす山地生態系の能力を強化するため、生物多様性を含
む山地生態系の保全を確実に行う。

15.5  自然生息地の劣化を抑制し、生物多様性の損失を阻止し、2020 年までに絶滅危惧種を保護し、また絶滅防止す
るための緊急かつ意味のある対策を講じる。

15.6  国際合意に基づき、遺伝資源の利用から生ずる利益の公正かつ衡平な配分を推進するとともに、遺伝資源への
適切なアクセスを推進する。

15.7  保護の対象となっている動植物種の密猟及び違法取引を撲滅するための緊急対策を講じるとともに、違法な野生
生物製品の需要と供給の両面に対処する。

15.8  2020 年までに、外来種の侵入を防止するとともに、これらの種による陸域・海洋生態系への影響を大幅に減少さ
せるための対策を導入し、さらに優先種の駆除または根絶を行う。

15.9  2020 年までに、生態系と生物多様性の価値を、国や地方の計画策定、開発プロセス及び貧困削減のための戦略
及び会計に組み込む。

15.a  生物多様性と生態系の保全と持続的な利用のために、あらゆる資金源からの資金の動員及び大幅な増額を行う。

15.b  保全や再植林を含む持続可能な森林経営を推進するため、あらゆるレベルのあらゆる供給源から、持続可能な森
林経営のための資金の調達と開発途上国への十分なインセンティブ付与のための相当量の資源を動員する。

15.c  持続的な生計機会を追求するために地域コミュニティの能力向上を図る等、保護種の密猟及び違法な取引に対処
するための努力に対する世界的な支援を強化する。
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着地点: 何処へ、どうやって到達するか？着地点: 何処へ、どうやって到達するか？

資源・環境容量の有限性

許容される物質資源の使用量は？

許容されるエネルギー(energy)の使用量は？

許容される環境負荷？

“持続可能な人間社会”のビジョンの確立

ビジョン誘導型(バック・キャスティング)

循環型社会（脱物質社会）とはなにか？

低炭素社会とは何か？

自然との共生とななにか？

どのような経済システムが“持続可能な社会”を支える事が

出来るか？
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• 経済第一の豊かな世界

• GDP信仰

• 行き先はどこでも、能率・効率、速

さ優先

• 今、この瞬間の生きがい

• 人工物による人間活動の活性化

• 技術万能により資源限界の超越

• 自分の周りを快適に

• 一極集中・巨大システム

• 単一価値によるグローバル支配
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• 「ゆたかさ」を感じる世界

• GPI、GNH、HPIの理解

• 行き先は行く意味がある場所なの

か？

• 長期的視野に立った価値を目指す

• 自然に生かされる範囲での人間

活動

• 地球・地域の自然資源・生態系サービ

スの有限性の理解

• 小型完結システム

• 分散型、多様な価値の共存を如何に図

るか
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長期的・総合的視野に立って思い切った施策を長期的・総合的視野に立って思い切った施策を

インクリメンタル（追加策的）なものは避ける

• 太陽エネルギー社会の構築

• 二酸化炭素排出量 0.4（炭素トン/人）の達成

• 再生可能エネルギー技術の開発・普及の推進

• エネルギー消費の思い切った削減

• 持続可能な地域物質循環システム構築

• ３R からゼロエミッション社会へ

• 産業のサービス化、リース社会への転換、構造改革

• 豊かな自然と共生する地域の活性化

• 一次産業としての農業・森林・水産の復興

• 生物多様性と自然共生、自然回復に向けた大胆策

• 「持続可能な社会のモデル」を日本において構築する

• 世界各国、途上国の将来像を描くために貢献できるか

• Sustainable Development Goal (SDGs) をどう活かすか

• 目的関数の構築を： GPI, Well-being, Happiness, etc.
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⇒ 「持続可能性」にむけてパラダイムの転換を！⇒ 「持続可能性」にむけてパラダイムの転換を！

KEY MESSAGESKEY MESSAGES
• 地球の有する資源は、化石資源はもちろん、自然生態系の提供

する多様なサービスも有限である。

• 地球の有する容量限界に配慮し、過剰な利用によって生じる
諸々の応答を、科学的かつ倫理的に理解しつつ人間活動の姿
を改める必要がある。

• 生態系、地球システムはその変化の時定数が大きく、複雑に絡
み合っている事象が多い。近視眼的な理解ではなく、自然に対
する謙虚な姿勢を忘れずに挑むことが求められよう。

• 持続可能な社会の構築を最終的な目標とするとしても、グロー
バルな関係性が密になっている現代においては、国際的、地球
的な視野に立って、全体最適を図ることが必要である。

• 自己の利益のために、というよりも他者(地球全体のシステム)へ
貢献する喜びを生きがいとする時代に入ってきたのであろう。
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